
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

周陽中学校区家庭教育支援チーム 

 

◆URL：周南市教育委員会生涯学習課 HP 内 

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/56/46687.html 

 

②活動拠点 周南市立周陽中学校、周南市桜木市民センター 

③活動範囲 周南市立周陽中学校区 

④組織体制 

 

   ５ 人 

主任児童委員１人、保育士１人、ＰＴＡ役員２人、桜木市民センター職員１人 

 

⑤活動開始年度 令和元年度（２０１９年度） 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

山口県周南市教育委員会生涯学習課 

（TEL）0834-22-8621   （E-mail）ed-shogai@city.shunan.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/56/46687.html


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

令和元年１２月に誕生したチームで、現役の保護者世代や市民センター

の職員がおり、地域の身近な存在として、保護者に寄り添った活動に取り組

んできた。 

 

① 周陽中-しゅうよう子育て広場-（（Ｒ６年度：２回） 

令和６年度、周陽中学校で初開催の子育て広場にチームも参加した。 

中学３年生の家庭科の授業として開催され、乳幼児親子と中学生のふれあ

い活動のサポートや、チームの紹介などを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  就学時健康診断の空き時間を活用した座談会（Ｒ６年度：２回） 

チームのメンバーは元ＰＴＡ役員や、主任児童委員など、日頃から保護者

と接する機会が多いため、はじめて会う保護者でも、目線をあわせ、一人ひ

とりに寄り添いながら、丁寧に質問に答えるよう心がけた。 

また先輩チームでの中央部家庭教育支援チームのメンバーとの交流の

機会となり、今後もチームの枠を超えて、合同で活動するなど、横の繋がり

を大切にしながら活動に取り組んでいきたい。 

開催に向けて事前打ち合わせ 

保健師や母子保健推進員、他団体

のメンバー等と交流 

乳幼児親子と中学生の交流を 

見守り、サポート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

周陽中学校の子育て広場では、地区の母子保健推進員や子育て支援に

携わる他団体のメンバーと関わる機会となり、横のつながりを持つことがで

きた。 

今後も、周陽中学校で子育て広場が継続して続けられるよう、乳幼児親

子への周知、開催時の活動協力・支援に取り組みたい。 

地域全体で、子育てしやすい、相談しやすい、つながりのある環境づくり

に取り組んでいく。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 

事前打ち合わせ 輪になり、新入学に向けた座談会 




